
密

教

文

化

ヨ

ー

ガ

学

派

の

時

間

論

-
ア

ビ
ダ

ル
マ
仏
教

と
の
対
比
-

高

木

諦

元

時
間
が
思
弁
の
対
象
と
せ
ら
れ
た
の
は
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
も
か
な

り
古

い
。
時
間

(k
ala
)
を
万
物
の
根
本
原
理
と
す
る
思
潮
は
す
で
に

(1)

ア
タ

ル
ヴ
ァ

・
ヴ

ェ
ー
ダ
に
み
え
て
い
る
。
時
節
因
論
、
或
は
時
論
師

と
呼
ば
れ
る

一
派
が
存
在
し
た
事
実
も
、
諸
種
の
文
献
か
ら
容
易
に
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
に
イ
ン
ド
の
哲
学
で
は
、
時
間
を
実
体
と
見

徹
し
、
時
間
に
よ
つ
て
万
物

の
生
成
と
消
滅
と
が
あ
る
と
い
う
主
張
が

行
わ
れ
た
。
勿
論
、
時
間
に
対
す
る
概
念
は
復
雑
多
岐
に
わ
た
り
、
決

し
て

一
様
で
は
な
い
が
、
就
中
、
時
間
を
実
体
と
見
倣
す
勝
論
学
派
の

所
説

は
特
に
優
勢
と
な
つ
た
。
仏
教
の
側
に
あ

つ
て
も
、
「
ミ
リ
ン
ダ
の

問
い
」
(
M
ilin
d
a
-p
an
h
a)
に
お
い
て
、
意
識
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た

時
間
の
問
題
は
説

一
切
有
部
に
い
た
つ
て
活
濃
な
展
開
を
み
せ
た
。
竜

樹
を

は
じ
め
と
す
る
中
観
派
に
お
い
て
さ
え
も
、
時
間
に
対
す
る
思
弁

に

無

関

心

た

り

え

な

か

つ
た

の
は
、

か

か

る
情

勢

か
ら

み

て
、

蓋

し
当

然

で
あ

つ
た
。

こ

の
小

稿

に

お

い

て

は
、

ヨ
ー

ガ
学

派
、

と

り

わ

け

ヨ
ー

ガ

疏

(
y
o
g
a
b
h
a
s
y
a
)

の
時

間

論

に
対

し

て
、

多

少

の
考

察

を

試

み

よ
う
。

I

一
般

に

「
時

間

」

を

表

す

語

は

カ
ー

ラ
(
k
a
la
)
で
あ

り
、

他

に

サ

マ

ヤ

(
sa
m
a
y
a
)
、ヴ

ェ
ー

ラ

ー
(
v
e
l
a
)
な

ど

が

あ

る
。

ま

た
、

特

に
仏

教

梵

語

で
「
時

」
の
意
味

に

用

い
ら

れ

る
語

に

ア

ド

ゥ
ヴ

ァ

ン
(
a
d
h
v
a
n
,

P
a
li
 a
d
d
h
a
n
)
 が
あ

り
、

元
来

は

「
路

」
、
「
旅

行

」
、

「
距

離

」

を

表

す

が
、

普

通

「
世

路

」

と
漢

訳

せ
ら

れ

て

い

る
。

こ

の
中
、

カ
ー

ラ
な

る

語

は

ヨ
ー
ガ

経

全

篇

一
九

五
偶

中
、

前

後

五
回

現

れ
、

サ

マ
ヤ

は

二
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度
、

ア
ド

ゥ
ヴ

ァ

ン
が

一
度

使

用

せ
ら

れ

て

い

る
。

そ

こ

で
、

ま

つ

経

に

現

れ

る

カ

ー

ラ

の
検

討

か
ら

始

め

よ
う
。

〔
一
・
一
四
〕

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の

(修
習
)
は
長
時
間
に

わ

た
つ
て
、
絶
え
間
な
く
、
注
意
を
も

つ
て
、
忠
実
に
実
行
せ
ら

れ

て
、
固
定
し
た
も

の
と
な
る
。

s
a
 
tu
 
d
i
r
g
h
a
-k
a
l
a
-
n
a
i
r
a
n
t
a
r
y
a
-
s
a
t
k
a
r
a
s
e
v
i
t
o
 
d
r
d
h
a
-

b
h
u
r
n
i
h

/
/

こ
こ
で
は
、
修
習
(a
bh
y
a
sa)
を
実
践
す
る
に
際
し
て
、
そ
れ
が
長

時
間
に
わ
た

つ
て
、

間
断
な
く

行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
が

示
さ
れ
て
い

て
、
特
別
な
時
間
を
意
味
し
な
い
。

〔
一
・
二
六
〕

(
最
高
神
は
)
古

の
人
た
ち
に
と
つ
て
も
、
師

で
あ

つ
た
。

時

間

に
よ

つ

て
断

た

れ

な

い

か
ら
。

(
s
a
 e
s
a
)
 p
u
r
v
e
s
a
m
 
a
p
i
 g
u
r
u
h
 k
a
le
n
a
n
a
v
a
c
c
h
e
d
a
t
/
/

こ

の
経

は
す

ぐ

前

の
第

二
四

・
五

の
両

偶

と

と
も

に
、

最

高

神

(
is-

v
a
r
a
)

に

つ
い
て

の
説

明

で
あ

る
。

そ
れ

が

時

間

に
よ

つ
て
断

た

れ

な

い

と

い
う

の
も
、
<

煩

悩
、

業
、

異

熟
、

志

力

に
よ

つ

て
触

れ

ら

れ

な

い

(
即

ち
、

全

く
影

響

せ
ら

れ

な

い
)

殊

勝

な

プ

ル
シ

ャ
>

(
Y
S
.

1
,2
4
)

た

る
最

高

神

の
永

遠

性

を

示

し

て

い

る

に
す

ぎ

な

い
。

〔
二

・
三

一
〕

存
在
様
式
と
場
所
と
時
間
と
機
会
と
に
制
約
せ

ら

れ

ず

に
、
(
禁

制

を
)

一
切

の

場

合

に
通

じ

て
行

え

ば
、

(
こ
れ

が

)

大

禁

誓

(
と

云

わ

れ

る
)
。

ja
ti
-d
e
s
a
-k
a
la
-
sa
m
a
y
a
n
a
v
a
c
c
h
in
n
a
h
 
s
a
r
v
a
b
h
a
u
m
a
 m
a
-

h
a
v
r
a
t
a
m

/
/

(2)

こ

の
経

は
、

ヨ
ー
ガ

の
実

践

と

し

て
、

所

謂

八
支

ヨ
ー

ガ

を
説

く
中

最

初

の
禁

制

(
y
a
m
a
)

に
関

す

る

記

述

の

一
で
あ

る
。

禁

制

と

は
、

ヨ

ー
ガ

経

に
よ

れ

ば
、

不

殺

生
、

真
実

(
目

不

妄

語
)
、不

愉

盗
、

梵

行
、

(3)

無

所

得

の

五

で
あ

る
。

こ

の

五
項

目

の
実

践

に
当

つ

て
、

存

在
様

式

・

場

所

・
時

間

・
機

会

に
制

約

さ

れ

る

こ
と

な

く
、

あ

ら

ゆ

る
場

合

を
通

じ

て
、

徹

底

的

に
実

行

せ
ら

る

べ
き

こ
と

が

要

請

さ

れ

る

の

で
あ

る
。

こ
の
中
、

時
間

の
制

約

を

う

け

な

い
と

い
う

の
は
、

た

と

え

ば
、

月

の

十

四

日

と

か
、

吉

日

に

は
刹

生

な

ど

を

し

な

い
と

い
う

の

で
は

な

く
、

何
時

い

か

な

る
場

合

に
も
、

不

殺

生

な

ど

の
禁

戒

が

厳
守

せ

ら

れ

ね

ば

(4)

な

ら

ぬ

こ
と
を

云

つ
て

い

る

の

で
あ

る
。

〔
二

・
五

〇
〕

(
調

息

は
)

外

と

内

と

働

き

の

抑

止

で

あ

つ

て
、

場

所

と

時

間

と

数

に

よ

つ

て

規

定

せ

ら

れ
、

長

く

て

微

細

で

あ

る
。

b
a
h
y
a
b
h
y
a
n
ta
r
a
-s
t
a
m
b
h
a
v
r
t
ti
r
 d
e
s
a
-k
a
la
-s
a
m
k
h
y
a
b
h
ih

p
a
r
id
r
s
t
o
 d
ir
g
h
a
-s
u
k
s
n
pa
h

/
/

ヨ
ー

ガ
学

派

の
時

聞

論
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こ
れ
も
ま
た
、
八
支

ヨ
ー
ガ
の
中
、
第
四
支

「
調
息
」
に
関
し
て
説

か
れ
る
経

(Y
S
.
 
2
,49
-
5
3)

の

一
で
あ
る
。

調
息
と
は
、

入
息
と
出

息
と

の
流
れ
を
断
ず
る
こ
と

(Y
S
.
 
2
,49)

で
あ
る
が
、

そ
れ
が
時
間

に
よ

つ
て
規
定
せ
ら
れ
る
と
は
、
入
息
と
出
息
及
び
両
者
の
停
止
の
持

続
状
態

の
長
さ
を
い
う
。

こ
れ
が
全
体
的
に
次
第
に
長
く
し
て
ゆ
か
れ

る
の
で
あ
る
。

〔
四

・
九

〕

(
よ

し

ん

ば
)

存

在

様
式

と

場

所

と
時

間

と

に

隔

て
ら

れ

て

い
て
も
、
(
習

気

と

そ

の
結

果

は
)

無

間
断

(
の
関

係

に
)

あ

る
。

な

ぜ

な
ら
、

憶

念

(
目

記
憶

)

と
行

(
日

潜
在

印

象

)

と

は

同

じ

形

の
も

の
で

あ

る

か

ら
。

j
a
ti-d
e
sa
-k
a
la
-
v
y
a
v
a
h
i
ta
n
a
m
 
a
p
y
 a
n
a
n
t
a
r
y
a
m
 
s
m
r
t
i-

s
a
m
s
k
a
r
a
y
o
r
 e
k
a
r
u
p
a
t
v
a
t
/
/

こ

こ
で

は
、

業
、

習

気
、

及

び

そ

の
異
熟

が
論

ぜ

ら

れ
、

進

ん

で

そ

の
習

気

の
滅

が

説

か

れ

る
。

習

気

と

そ

の
結

果

と

の
関

係

に

お

い
て
、

当

然
、

時

間

が

問

題

と

せ

ら

れ

よ

う
。

し

か

し
、

こ

の
経

で

云

わ

れ

る

「
カ

ー

ラ
に

隔

て

ら

れ

て

い

て
も

」
と

は
、
た

と

え

百

劫
(
k
a
lp
a
-s
a
ta
)

を

隔

て
て

い

て
も
、

習

気

と

そ

の
結

果

は
断

絶

す

る

こ
と

は

な

い
こ

と

(5)

を

意

味

し

て

い

る
。

以

上
、

カ

ー

ラ

な

る

語

の

現

れ

る
経

の

一
々

に

つ
い

て
み

た
結

果
、

ヨ
ー
ガ
経
に
お
い
て
は
、
カ
ー
ラ
に
よ

つ
て
時
間
は
自
覚
的
に
論
ぜ
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
る
。
と
同
時
に
、
ま
た
ヨ
ー
ガ
経
で
は
カ
ー
ラ

な
る
語
は
実
体
と
し
て
の
時
間
で
は
な
く

て
、
単
に
時
間

一
般
を
表
し

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

次
に
、
サ
マ
ヤ
(
sa
m
ay
a)
な
る
語
に

つ
い
て
み
よ
う
。

一
度
は
前

偶
二

・
三

一
に
お
い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
、
殺
生
な
ど
の
禁
制
が

サ

マ
ヤ
の
制
約
を
う
け
ず
に
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ

つ
た
。
サ

マ
ヤ

の
制
約
を
う
け
な
い
と
は
、
た
と
え
ば
、

神
や
バ
ラ
モ
ン
へ
の
供
養
の

た
め

以
外
に
は

殺
生
し
な
い
と
か
、

或
は
兵
士
は

戦
場
以
外

で
は
殺

生
、
掠
奪
を
し
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
サ

マ
ヤ
、
即
ち
機
会
に
制
約
さ

れ
る
こ
と
な
く
、

い
か
な
る
時
に
も
殺
生
な
ど
を
行
わ
な
い
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
場
合
の
サ
マ
ヤ
は

二

定
の
時
」
、
「或
る
時

期
」
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、

〔
四

・
二
〇

〕

そ

し

て
、

同

時

に
、

両

者

(
=
自

と

他

の
形
相

)

の
確

定

は

な

い
。

e
k
a
-s
a
m
a
y
e
 c
o
b
h
a
y
a
n
a
v
a
d
h
a
r
a
n
a
m

/
/

と

い
う

の
は
、

前

後

の
文

脈

か

ら

し

て
、

デ

ィ
グ

ナ
ー

ガ

(
陳

那

)

の

(6)

所

説

<
識

の
二
性

と

し

て

の
顕

現
>

を

破

し

て

い

る
箇

所

で
あ

る
。

こ

こ
で
云

わ

れ

る

サ

マ
ヤ

は
、
「
時

点

」
、
「
時

刻

」

を

意

味

し

て

い
る
。

す
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な

わ
ち
、

ヨ
ー
ガ

経

で
使

用

せ
ら

れ

る

カ

ー

ラ

は

「
時

間

一
般

」

を

示

し
、

サ

マ
ヤ

は

二

定

の
時

」
「
時

点

」

の
意

を
表

し

て

い

る
。

こ

の
用

例

は

ジ

ャ
イ

ナ
教

の

そ

れ

と

一
致

し

て

い

る

こ

と

は
注

意

す

べ
き

で
あ

(7)
る
。

I
I

次

に
、

わ

れ

わ

れ

は

ア
ド

ゥ
ヴ

ァ

ン

(
a
d
h
v
a
n
)

な

る

語

に
注

意

を

む

け

よ
う
。

イ

ン
ド
六

派

哲

学

の
根

本

聖

典

の
中

で
、

こ

の
語

が
使

用

せ
ら

れ

る

の

は

一
人

ヨ
ー
ガ

経

の
み

で
あ

る
。

し

か

も
、

前

述

の

ご

と

く
、

こ
の
語

は
古

く

か

ら
、

仏

教

に
お

い

て
、
「
時

」

を
表

す

の

に

用

い

(8)

ら

れ

た
。

ヨ
ー

ガ
経

に

現
れ

る
当

該

の
箇

所

は
、

〔
四

・

一
二
〕

過

去

と
未

来

と

は
本

性

上
、

存

在

し

て

い
る
。

法

(
物

の
形
状

)

に
時

の
区

別
が

あ

る
か

ら
。

a
t
it
a
n
a
g
a
ta
m
 
s
v
a
r
u
p
a
t
o
 
s
ty
 
a
d
h
v
a
-b
h
e
d
a
t
 d
h
a
r
m
a
-

n
a
hn

/
/

わ
れ
わ
れ
は
、

こ
こ
で
は
じ
め
て
、
時
間
が
自
覚
的
に
論
ぜ
ら
れ
て

い
る

の
に
遭
遇
す
る
。
し
か
も
、

こ
の
経
に
よ
れ
ば
、

ヨ
ー
ガ
学
派
は

明
ら
か

に
過
去

・
現
在

・
未
来

の
三
世
実
有
を
主
張
し
て
い
る
。
い
う

ま
で
も
な
く
、

三
世
実
有
法
体
恒
有
は
仏
教

の
説

一
切
有
部
の
根
本
的

立
場
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
、
両
者
は
密
接
な
関
係
を
も

つ
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
検
討
す
る
に
は
、

こ
の
経
は
余
り

に
も
簡
潔
に
失
す
る
。
そ
こ
で
、
ま
つ
、

わ
れ
わ
れ
は
註
釈
者

の
助
け

を
借
り
ね
ば
な
ら
な
い
。

ヨ
ー
ガ
経
に
対
す
る
最
古
の
註
釈
言
、

ヨ
ー

ガ
疏
は
三
世
実
有
の
論
拠
を
示
し
て
、
次

の
ご
と
く
説
く
、

「未
来
と
は
正
に
生
ぜ
ん
と
す
る
も

の
の
顕
現
で
あ
り
、
過
去
と

は
す
で
に
享
受
せ
ら
れ
た
る
も
の
の
顕
現
で
あ
る
。
(
ま
た
)
、現
在

(
v
a
r
t
a
m
a
n
a
)
と

は

自

ら

の
機
能

の
働

き
(
s
v
a
-v
y
a
p
a
r
a
)
が

優

(9)

勢

(
u
p
a
r
u
d
h
a
)
と

な

り

た

る

も

の
で
あ

る
。

そ

し

て
、

こ
れ
ら

三

(
世

)

の
事

物

は

(
ヨ
ー
ガ

行

者

の
)

認

識

対

象

と

な

る
。

も

し
も
、

こ
れ

ら

(
三
世

)

が
本

性

上

存

在

し
な

い

で
あ

ろ
う

な

ら

ば
、

対

象

の
な

い

認
識

は

(
心

に
)

起

ら

な

い

こ
と

に
な

る

で
あ

ろ

う
。
(
し

か

し
、

実

際

に

は

そ
う

で

は
な

い
)
。

し

た
が

つ
て
、

過

去

と

未

来

と

は
本

性

上
、

存

在

す

る
。

更

に
ま

た
、

も

し
も
、

享

受

(
b
h
og
a
=
縛

)
に
属

す

る

業

や
、

或

は
解

脱

(
a
p
a
v
a
r
g
a
)
に

属

す

る
業

の
果

が
出

現

せ

ん

と
す

る

と

き

に
、
(
そ

の
業

の
果

が

)

無

限

定

の
も

の

で
あ

る

な

ら
ば
、

こ

の

理

に

よ
り
、

す

な

わ

ち

こ

の
故

に
、
善

の
行

為
(
k
u
s
a
l
a
n
u
s
t
h
-

(10
)

a
n
a
)
は
無

意

味

と

な

る

で
あ

ろ
う
。
」

ヨ

ー
ガ
学
派

の
時
間
論
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す
な
わ
ち
、

(1)
、

過

・
未
が
実
在
し
な
け
れ
ば
、

過

・
未
の
表
象

は
あ
り
え
な
い
。
(2)
、
過

・
未
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
業
の
果
は
生
ず

る
こ
と
が
な
い
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
つ
て
ま
た
、
善
業
を
な
す
こ
と

も
無
意
味
と
な
る
。
こ
の
二
つ
の
論
拠
、
す
な
わ
ち
、
認
識
論
的
要
求

と
実

践
的
要
求
と
の
二
つ
の
根
拠
か
ら
、
過

・
未
は
本
性
上
、
存
在
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
有
部
に
あ

つ
て
は
ど
う
で
あ
る
か
。
ま
つ
、
大
毘
婆
沙
論
巻

七
六

で
は
、
三
世
実
有
を
(1)
成
就

・
不
成
就
門
の
立
場
、
(2)
異
熟
因

・

異
熟
果
の
関
係
、
(3)
出
家
具
戒
の
義
よ
り
す
る
過
去
仏
の
存
在
、
及
び

(1
1
)

(4)
法
膿
認
定
の
立
場
か
ら
論
証
せ
ん
と
し
て
い
る
。
倶
舎
論
に
み
え
る

と
こ
ろ
も
、

そ
の
論
証
法
に
お
い
て
は
婆
沙
論
と
異
な
る
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
所
謂
、
教
証
と
理
証
と
し
て
各
二
を
あ
げ
、
結
局
、
認

識
論
的
要
求
と
実
践
的
要
求
と
の
二
つ
の
根
拠
か
ら
、
過

・
未

の
実
有

を
主
張
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

因
み
に
、

そ
の
箇
所
を

引
け

ば
、

当
依
正
理
証
有
去
来
。
以
識
起
時
必
有
境
故
。
謂
必
有
境
識
乃
得

生
。
無
則
不
生
。
其
理
決
定
。
若
去
来
世
境
体
実
無
。
是
則
応
有
無

所
縁
識
。

所
縁
無
故
識
亦
応
無
。

又
已
謝
業
有
当
果
故
。
謂
若
実
過

去
体
者
。
善
悪
二
業
当

(来
)
果
応
無
。
非
果
生
時
有
現
因
在
。
由

(12
)

此
教
理
。
毘
婆
沙
師
定
立
去
来
二
世
実
有
。

こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
ヨ
ー
ガ
疏

の
所
説
と
、

い
ま
の
毘
婆
沙
師
の
そ
れ
と
が
全
く
軌
を

一
に
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
。
し
か
も
、

そ
の
記
述
の
仕
方
に
お
い
て
も
、
倶
舎
論
の
そ
れ
と
殆

ど
遂
語
的
な

一
致
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
驚
く
。

ヨ
ー
ガ
疏
自
身
、
デ

ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
所
説
を
破
し
て
い
る
事
実
か
ら
し
て
、
倶
舎
論
と
ヨ
ー

ガ
疏
の
先
後
関
係
は
自
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
ヨ
ー
ガ
学
派
に
お
い
て
も
、
過

・
未
の
実
有
を
主
張
し
、
し

か
も
、

そ
の
主
張
は
有
部
と
極
め
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
を
み

た
。
次
に
、
過

・
未
の
存
在
の
仕
方
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
み
て
い

る
か
を
、
同
じ
く

ヨ
ー
ガ
疏
に
よ

つ
て
み
よ
う
。

「し
か
し
て
、
有
法

(
d
h
ar
m
in
)
は
多
く
の
法
の
自
性
(d
h
a
rm
a-

sv
a
bh
a
v
a
法
体
)
で
あ
る
。
こ
の
有
法
に
時

(
ad
h
v
an
)
の
区
別
が

あ
る
か
ら
し
て
、
法
が
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態

(a
v
a
sth
a)
を
示
す
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
に
顕
現
し
て
い
る
現
在
が
可
知
的
現
象

と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
は
、
そ
の
よ
う
に
は
過
去
と
未
来
と
は
存

在
し
な
い
。
し
か
ら
ば
、
そ
の
場
合
は
如
何
と
い
う
に
、
未
来
は
現

れ
出
づ

べ
き
本
性
を
以
て
存
在
し
、
過
去
は
す
で
に
顕
現
の
経
験
せ

ら
れ
た
本
性
を
以
て
存
し
、
現
在
時
は
本
性
顕
現
の
当
体
で
あ
る
。

-72-



だ
か
ら
、

こ
れ
ら

(
本
性
の
顕
現
)
は
過
去
と
未
来
の
時
に
は
存
在

し
な

い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
つ
の
時

(a
d
h
v
a
n
)
が
現
前
せ
る

場
合
、
(他
の
)
二
つ
の
時
は
有
法
に

固
着
し
て
い
る
。

し
た
が
つ

て
、
三
時

(
=
世
)

(
try
-ad
h
v
a
n
)
の
存
在
は
本
無
の
も
の
で
は

(13)

な
い
。」

す
な
わ
ち
、
過

・
未
が
存
在
す
る
と
い
つ
て
も
、

そ
の
在
り
方
は
現

在
の
ご
と
く
、
可
知
的
対
象
と
し
て
で
は
な
く
て
、
未
来
は
現
れ
出
づ

べ
き
本
性
と
し
て
、
ま
た
過
去
は
す
で
に
経
験
せ
ら
れ
た
本
性
と
し
て

存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
時
が
現
前
せ
る
場
合
、
余
他

の
二

時
は
有
法
に
固
着
し
て
い
る
と
な
し
て
、
結
局
、
三
世
実
有
に
過
誤
な

し
と
す
る
。

こ
の
記
述
は
、
有
部
が
常
に
経
量
部
の
説
く
過
未
無
体

・

現
在

一
刹
那
論
を
評
破
し
つ
つ
、
三
世
実
有
を
主
張
し
た
方
法
に
似
て

い
る
。

有
部

に
よ
れ
ば
、

現
在
は

一
刹
那
の
み
で
あ

つ
て
、

次
の
刹
那
に

は
、
す

で
に
過
去
に
落
謝
し
去
る
。
し
か
し
、
過
去
に
落
謝
し
去

つ
て

も
、
法
体
は
依
然
と
し
て
過
去
的
存
在
と
し
て
実
有
で
あ
る
。

こ
の
刹

那
に
関
し
て
、

ヨ
ー
ガ
学
派
は
い
か
に
説
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の

学
派
は
、
他
の
哲
学
体
系
と
等
し
く
、
刹
那
滅
論

(k
sa
m
ik
a
v
a
d
a)
に

対
し
て
は
反
駁
を
加
え
る
け
れ
ど
も
、
刹
那

(k
sa
m
a
)
の
概
念
は
、
こ

れ

を
容

認

し

て

い

る
。

ヨ
ー
ガ

疏

三

・
五

二

は
、

こ

の
派

の
時

間

に
対

す

る

観

念

を

よ

く
伝

え

て

い

る
。

す

な

わ

ち
、

「
極

微

(
p
a
r
a
m
a
m
u
)
が

事

物

(
d
r
a
v
y
a
実

体

)
の
最

小

極

限

で
あ

る
よ

う

に
、

刹

那

は

時

間

(
k
a
la
)

の
最

小

極

限

で
あ

る
。

或

は
、

刹

那

と

は
、

極

微

が
或

る
場

所

か

ら

他

の
場

所

に

い
た

る
瞬

間
(
s
a
-

m
a
y
a
)
的

な
動

き

(
に
要

す

る
)

時

間

で
あ

る
。

こ
の

(
刹

那

の
)

間
断

な

き
流

れ

が
次

第

(
k
r
a
m
a
)
で
あ

る
。

刹

那

と
、

こ

の

(
刹

那

の
)

次

第

と

は

(
可

知

的
)

対
象

事

物

と

は

認
め

ら

れ

な

い
。

ム

フ

ー

ル
タ
(
m
u
h
u
r
ta
24
/

30
時
間
)
と

か

ア
ホ

ー

ラ
ー

ト

ゥ
ラ

(
a
h
o
r
a
t

r
a

一
昼
夜
)
な

ど

は
覚

(
b
u
d
d
h
i
)
と
結

合

せ

る
も

の

(
即

ち
、

覚

に

よ

つ
て
把

捉

せ
ら

れ

る
も

の
)

で
あ

つ
て
、

実

に
、

か

か

る

時

間

(
k
a
la
)
は

可

知

的

対
象

事
物

を

欠

き
、

声

に

よ

る

認
識

の
結

果

と

し

て
起
る
覚
の
変
現
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
見
解
を
異
に
せ
る
世
間
の

人
々
は

(
こ
の
時
間
を
)
恰
も
、
本
性
上
実
在
す
る
も
の
の
ご
と
く

見
救
し
て
い
る
。
(
し
か
ら
ば
、
刹
那
も
亦
、
実
在
し
な
い
の
で
あ
る

か
と
い
う
に
)
、し
か
し
、
刹
那
は
実
在
で
あ
り
、
次
第
を
所
縁
と
し

て
い
る
。

更
に
、

次
第
は
刹
那
の
間
断
な
き

連
続
よ
り

な
る
も
の

で
、
そ
れ

(
即
ち
、

こ
の
次
第
)
が
時
論
師

(
k
a
lav
id
)
に
よ
り
時

間

(
k
ala
)
と
呼
ば
れ
る
か
ら
し
て
、

ヨ
ー
ガ
行
者
も

(便
宜
上
、

ヨ

ー
ガ

学

派

の
時

間
論

-73-



密

教

文

化

こ
の
語
を
)
用
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
つ
の
刹
那
が
同
時
に
発

生
す
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、

同
時
に
発

生
せ
る
二

(
物
)
の
間
に
は
、
次
第
は
あ
り
え
な
い
か
ら
。
後
の
刹
那
が
間
断

な
く
前
の

(刹
那
)

に
続

い
て

起

つ
て
く
る
場
合
に
、

次
第
が
あ

る
。
そ
れ
故
に
、
現
在
の

一
刹
那
の
み
が
あ

つ
て
、
過
去
及
び
未
来

の
刹
那
は
存
し
な
い
。
だ
か
ら
、

そ
れ
ら
の
結
合
は
あ
り
え
な
い
。

し
か
し
、
過
去
と
未
来
の
刹
那
は
変
転

(p
a
rim
a
m
a)
に
附
随
せ
る

も

の
と
し
て
説
か
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
、

一
切
は
こ
の

一

刹
那
に
よ
つ
て
転
変
を
な
す
。
だ
か
ら
、

こ
れ
ら

一
切
の
法
は
、
実

に
、

こ
の

(
現
在
の
)
刹
那
に
優
勢

(
u
p
a
ru
d
h
a)
と
な
る
。
」

つ
ま
り
、

ヨ
ー
ガ
学
派
で
は
現
在
の

一
刹
那
の
み
を
実
在
と
す
る
け

れ
ど
も
、
そ
の
際
、
過

・
未
の
刹
那
は
転
変
に
附
随
せ
る
も
の
と
せ
ら

れ
る
。
か
か
る
刹
那
と
そ
れ
の
次
第
、
す
な
わ
ち
刹
那
に
継
続
す
る
刹

那
に
総
制
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
弁
別
か
ら
生
ず
る
知
が
生
ず
る
と
い

う
の
が
、
経
三

・
五
二
で
あ
る
。
右
の
疏
で
、
時
間
を

「対
象
事
物
を

欠
き
、
声
に
よ
る
認
識
の
結
果
と
し
て
起
る
覚
の
変
現
」
と
す
る
こ
と

は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

ヨ
ー
ガ
経

一
・
九

で
は
、
分
別
(
v
ik
alp
a
)

を
定
義
し
て

<
対
象
事
物
を

欠
き
、

声
に
よ
る
認
識
に
従
う
も
の
>

(
sab
d
a
jn
a
n
an
u
p
a
ti
 va
stu
-su
n
y
o
 v
ik
a
lp
a
h
)
と
し
て
い
る
と
こ

う
か
ら
、
疏
の
作
者
は
、
時
間
を
心
の
五
作
用
の

一
た
る

「分
別
」
に

含
ま
し
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
時
間
は
勝
論

派
な
ど
の
説
く
よ
う
な
実
体
、
原
理
と
し
て
は
認
め
ら
れ
ず
、
言
語
に

よ

つ
て
表
象
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
対
象

の
現
実
に
存
し
な
い
単
な
る

観
念
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
せ
ら
れ
て
い
る
。

I
I
I

唯

一
の
実
在
は
現
在
の

一
刹
那
の
み
で
あ
り
、
刹
那
の
次
第
以
外
に

時
間
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
も
、
過

・
未

の
刹
那
は
直
接
的
に
は
実
在

で
は
な
く
、
転
変
に
内
在
せ
る
も
の
と
し

て
理
解
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
転
変
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ね
ば
な
ら
な

い
。

ヨ
ー
ガ
経
に
は
数
論
偶
の
よ
う
に
、
明
瞭
に
因
中
有
果
を
説
く
経

は
存
し
な
い
し
、
ま
た
、

所
謂
、

二
十

五
諦
の
転
変
説
も

見
当
ら
な

い
。
た
だ
、

そ
れ
と
目
さ
れ
る
も
の
に
、
経
二

・
一
九

「差
別
と
無
差

別
と
唯
没
と
無
没
と
は
グ
ナ
の
分
節
で
あ
る
」
(
v
isc
sa
v
isesa
-lin
g
a
-

m
a
tr
alin
g
an
i
 g
u
m
ap
a
rv
a
m
i)と
い
う

の
が
あ
る
。
「
差
別
」
以
下
の

術
語
は
ヨ
ー
ガ
経
に
特
殊
の
も
の
で
あ
る
が
、
疏
に
よ
れ
ば
、
差
別
は

五
元
素
と
根
、
無
差
別
は
五
唯
と
内
官
、

唯
没
は
覚
、
無
没
は
勝
因
を

表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
勝
因
た
る
無
没
か
ら
、
順
次
、
唯
没
乃
至
差
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別

へ
転

変

す

る

こ
と

を

述

べ
て
、

数

論

的

な

二
十

五

諦

の
転

変

説

を
予

想

し

て

い
る
。

こ
の
疏

の
説

明

が
、

そ

の
ま

ま

経

の
原

意

で
あ

つ
た

か

ど

う

か

明

ら

か

で
は

な

い

に

し

て
も
、

こ
れ
ら

無

没

等

の

四
位

は

と

も

に
グ

ナ

に
依
存

す

る

と

い
う

以

上
、

一
切

は

本

性

上
、
動

揺

す

る
も

の

で

あ

り
、

転

変

を

ま

ぬ
が

れ

る

こ
と

は

で

き

な

い
。

数

論

派

の
見

解

に

よ

れ

ば
、

五
大

元

素

と

十

一
根

は

最

早

や

い
か

な

る

も

の

に
も
転

変

し

な

い
。

し

た
が

つ
て
、

ヨ
ー

ガ

疏

の
作
者

も

亦
、
「
差

別

」

は

(
最

早

や
)

他

の
実

在

へ
転

変

し

な

い
け

れ

ど
も
、

こ
れ

ら

差

別

に
は

法

・
相

・
位

の

三
種

の
転

変

が

み
ら

れ

る

と
な

す
。

し
か

も
、

こ

の

三
種

の
転

変

は

数

論

派

に
は
全

く

み

ら

れ

な

い
特

異

の
も

の

で
あ

る
。

よ

つ
て
、

わ
れ

わ

れ

は
、

ヨ
ー

ガ

経

に
説

か

れ

る

三
種

の
転

変

を

み

る

こ
と

に
す

る
。

〔
三

・

一
三

〕

こ
れ

に

よ

つ
て
、

元
素

と
感

官

に

お
け

る
法

と

相

と

位

と

の

(
三
種

の
)

転
変

が
説

明

せ
ら

れ

た
。

e
t
e
n
a
 b
h
u
te
n
d
r
iy
e
su
 d
h
a
r
m
a
-la
k
sa
m
a
v
a
s
t
h
a
-p
a
r
im
a
m
a

v
y
a
k
h
y
a
t
a
h

/
/

こ
の
経
は
、
心
に
は
発
動
と
停
止
の
潜
在
印
象
が
あ
り
、

<
発
動
の

潜
在
印
象
が
圧
え
ら
れ
、
停
止
の
潜
在
印
象
が
顕
れ
る
と
き
に
、
停
止

の
刹
那

に
あ
る
心
に
引
き
続
き
停
止
の
転
変
が
あ
ら
わ
れ
>
、

<
こ
の

停
止
の
潜
在
際
象
に
よ

つ
て
、
心
は
寂
か
に
流
れ
>
、

<
心
が
全
て
の

こ
と

に
か

か

ず

ろ
う

こ
と

な

く

一
境

性

と

な

れ

ば

三
昧

の

転

変

が

生

じ

>
、

<
そ
れ

か

ら
、

更

に
休

止

の
表

象

と

現

起

の
表

象

が
等

し

け

れ

ば
、

心

に

一
境

性

の

転

変

が

あ

ら

わ

れ

る

>

(
三

・
九
-
一

二
)

に
続

い

て
説

か
れ

て

い

る
。

こ

の
文

脈

か

ら

す

る
限

り
、

経

作

者

は
心

の

三
種

の
転

変
、

す

な

わ

ち

「
停

止

の
転

変

」
(
n
ir
o
d
h
a
-p
a
r
im
a
rn
a
)
、
「
三
昧

の
転

変

」
(
sa
m
a
d
h
i-p
a
r
im
a
m
a
)

及

び

「
一
境

性

の
転
変

」
(
e
k
a
g
r
a
-

ta
-p
a
r
in
a
m
a
)
を
、

法

(
d
h
a
r
m
a
)
・
相

(
la
k
s
a
n
a
)
・
位

(
a
v
a
s
th
a
)

の
転

変

に
充

当

せ

し

め

て

い
る

よ

う

で
あ

る
。

こ

こ

で
も

ま

た
、

わ

れ

わ
れ

は
、

有

部

と

の
密

接

な

関

係

に
遭

遇

す

る
。

法

体

恒

有

を

主

張

す

る
有

部

に
お

い

て

は
、

時

間

の
別

は

類
、

相
、

位
、

待

な

ど

の
別

に
よ

る
と

の
諸

説

が

行

わ

れ

た

こ
と

は
周

ね

く

知

ら

れ

て

い

る
と

こ

ろ

で
あ

る
。

し

か
も
、
ヨ
ー

ガ
疏

は

所
謂
、

四
大

論

師

(
法

救
、

妙

音
、

世

友
、

覚

天

)

の
主

張
を

そ

の
ま

ま

援

引

し

て

い

る
程

で
あ

る
。

こ
の

四

大
論

師

と

ヨ
ー
ガ

疏

と

の
関

係

を

最

初

に

発

見
指

摘

し

た

の
は

ス
チ

ェ

ル
バ

(
1
5
)

ッ
キ
ー
で
あ
る
が
、
わ
が
木
村
泰
賢
博
士
も
、
単
独
に
そ
の
こ
と
に
気

(1
6
)
 

(17)

づ
き
、
続
い
て
、
ヤ

コ
ー
ビ
が
発
表
し
た
。

以
下
、
経
三

・
一
三
に
対

す
る
疏
の
全
文
を
訳
出
し
、
有
部
と
の
関
係

を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

沢
こ
れ
に
よ

つ
て
>
と
は

(
第
九
偶
以
下

で
)
す
で
に
述

べ
た
法

・

相

・
位
よ
り
な
る
心
の
転
変
に
よ

つ
て
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
す

ヨ
ー

ガ
学

派

の
時

問

論
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密

教

文

化

な

わ

ち
、

元
素

と
感

官

に

お

け

る
法

の
転

変

と

相

の
転

変

と

位

の
転

変

と

は

前

述

の
ご

と

く

に

理
解

せ

ら

る

べ
き

で
あ

る
。

こ

の
中
、
<
法

の
転
変

>

と

は
、

有

法

(
d
h
a
r
m
in
)
に

お

い

て
発

動

の
法

(
v
y
u
t
th
-

a
n
a
-
d
h
a
r
m
a
)
が
抑

制

さ

れ
、

停

止

の
法

(
n
i
r
o
d
h
a
-d
h
a
r
m
a
)
が

顕

れ

る

こ
と

で
あ

る
。

ま

た
、
<
相

の
転

変

>

と

は

三

相

(
t
r
i-la
k
sa
-

m
a
)
の
停

止

及

び

三
時

(
t
r
y
-a
d
h
v
a
n
)
と

の
結

合

で
あ

る
。

実

に
、

こ

の

〔
停

止

〕

は
未

来

の
相

た

る

第

一
の
時

(
a
d
h
v
a

)
を

捨

て

て
、

し

か
も

法

性

(
d
h
a
r
m
a
t
v
a
性

質

性

)
を
越

え

な

い

で
現
在

の
相

に

近

づ

く
。

こ

の
際
、

そ
れ

は
自

性

(
s
v
a
r
u
p
a
)
と

し

て
顕

現

す

る
。

こ

れ

は

そ

の
第

二

の
時

(
a
d
h
v
a
n
)
で
あ

る
。

そ

し

て
そ

れ

は
、

過

去

と

未

来

の
相

よ

り

分

離

さ

れ

て

い
な

い
。

同

様

に
、

発

動

も

三
相

を

も

ち
、

三

時

と
結

合

す

る
。

そ

れ

は

現

在

の
相

を

捨

て

て
、

法

性

を

越

え

る

こ
と

な
く

過

去

の

相

に

近
づ

く
。

こ
れ

が

そ

の
第

三

の
時

で
あ

る
。

そ

し

て
そ

れ

は
未

来

と

現
在

と

の

二

つ
の
相

よ

り

分

離

し

て

い
な

い
。

同

じ

よ
う

に
、

再

び

発

動

を

起

し

つ

つ
あ

る
も

の
は
、

未

来

の
相

を

捨

て

て
、

法

性

を

越

ゆ

る

こ
と

な

く
、

現

在

の
相

に

近
づ

く
。

そ

の
際
、

こ

の

(
発

動

)

は
自

性

を

顕

現

す

る

か

ら
、

機
能

の
働

き
を

も

つ
。

こ
れ

が

そ

の
第

二

の
時

で
あ

る
。

し

か

し

て
、

そ

れ

は
過

去

と
未
来
と
の
二
相
よ
り
分
離
し
て
い
な

い
。
か
よ
う
に
、,
再
び
停
止

が
あ
り
、
再
び
ま
た
発
動
が
あ
る

(と

い
う
具
合
に
、
く
り
か
え
し

続
く
の
で
あ
る
)
。

<
位
の
転
変
>
も
亦
、

同
様
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

停
止
の
刹
那

に
、
停
止
の
行

(
潜
在
印
象
)
が
有
力

と
な
り
、

発
動
の
行

(潜
在

印
象
)
が
無
力
と
な
る
。

こ
れ
が
法

(
d
h
a
rm
a
形
状
)

に
対
す
る

位
の
転
変
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、

有
法

(
d
h
a
ram
in
法
の
主
体
)

に
は
法
と
し
て
の
転
変

(肖
法
の
転
変
)
が
あ
り
、
法
に
は
三
時
の

相
と
し
て
の
転
変
が
あ
り
、
相
に
は
ま

た
、
位
と
し
て
の
転
変
が
あ

る
。
そ
れ
故
に
、
法
と
相
と
位
の
転
変

が
空
ぜ
ら
れ
た
刹
那
に
お
い

て
さ
え
も
、
グ
ナ
の
作
用
は
中
止
す
る

こ
と
が
な
じ
。
何
故
な
ら
、

グ
ナ
の
作
用
は
動
く

こ
と
に
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
て
、
活
動

の
因
は
グ
ナ
の
自
性
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
、
す
で
に
グ
ナ
に
関
し

て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
か
く
て
、
法
と
有
法
の
区
別
あ
る
が
故
に
、

元
素
と
感
官
に
三
種

の
転
変
が
あ
る
と
知
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
(
そ
う
は
云
つ
て
も
)
、第

一
義
的
に
は
(
p
a
lam
a
rth
ata
s)

唯

一
の
転
変
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
法

(
dh
a
rm
a)
は

有
法
の
自
性

(
d
h
a
rm
i-sv
ar
u
p
a
)
に
外

な
ら
な
い

か
ら

こ
の
法

(
相

・
位
)

の
門
は
単
な
る
有
法
の
変
形
に
す
ぎ
な
い
と
説
か
れ
て
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い
る
。

そ

の
場

合
、

有

法

に
は

過

去

と
未

来

と

現
在

の
時

(
a
d
h
v
a
n
)

に
関

し

て
、

現

在

の
法

の
相

違

性

が

生

ず

る

け

れ

ど

も
、

し

か

し
、

実

体

(
d
r
a
v
y
a
)
の
相

違

性

(
巨

変

化

)

は
生

じ

な

い
。

恰

も
、

黄

金

の
器

を

壊

わ

し

で
異

な

つ
た
も

の

に
細

工
せ

ら

れ

た
も

の

に
は
、

情

態

(
b
h
a
v
a
類

)
の
相

違

性

は

生

ず

る

け

れ

ど

も
、

黄

金

(
自

体

)

に

は
変

化

が

な

い

ご

と

く

で

あ

る
。

他

の
も

の

は
次

の
ご

と

く

(
反
論

し

て
)

い

う
。

「
有

法

は
法

を

超

出

し

て

い
る
も

の

(
a
b
h
y
a
d
h
ik
a
)
で

は

な

い
。

(
=
即

ち
法

の

外

に
有
法

は

な

い
)
。何

故

な

ら
、
(
有

法

は
、

そ

れ
自

身

の
)

前

の
存

在

を

越

え

な

い
か

ら

で
あ

る
。

も

し
も
、

ま

た

(
有

法

と
法

と

が
)

結

合

し

て

い
る

も

の
(
a
n
v
a
y
in
)
で
あ

る
な

ら

ば
、

前

後

の
位
(
a
v
a
-

s
t
h
a
)
に
区

別

な

き

も

の
と

な

り
、

変

化

し

な

い
も

の

(
k
a
u
t
a
s
t
h
-

y
a
)
と

し

て

の

み
あ

ら

わ

れ

る

こ
と

に

な

ろ
う

」

と
。

し
か

し

(
我

々

の
見

解

に
)

誤

り

は
な

い
。

何

故

で
あ

る

か
。

何

故

な

ら
、
(
我

々

は

)

絶

対

唯

一
性

(
=
不

変

性
。
k
a
t
y
a
n
t
a
ta
)

を

認
め

な

い
か

ら

で
あ

る
。

<
こ

の
正

に

三
界

は

顕

現

よ

り

去

る
。

永

遠

性

の
否

定

の
故

に
。

(
顕

現
よ

り
)

去

つ
た

も

の

は
ま

た

存

在

す

(1
8
)

る
。
滅
壊
性
の
否
定
の
故
に
>
。そ
し
て
そ
れ

(
ほ
三
界
)
は

(根
本

原
質

に
)
還
没
す
る
か
ら
し
て
、
微
細
な
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
、

(
1
9
)

こ

の
微

細

の
故

に
知

覚

で
き

な

い

の

で
あ

る
。

相

の
転

変

に
お

け

る

法

は

(
三
)

時

(
a
d
h
v
a
n
)
に
実

在

す

る
。

過

去

は
過

去

の
相

(
a
t
it
a
-la
k
s
a
n
a
)
と

結

合

せ

る
も

の

で
あ

り
、

未

来

と

現
在

の
相

よ
り

分

離

せ

る
も

の

で

は
な

い
。

同

様

に
、

未

来

は

未

来

の
相

(
a
n
a
g
a
t
a
-l
a
k
s
a
m
a
)
と
結

合

せ

る
も

の

で
あ

り
、

過

去

と

現

在

の
相

よ
り

分
離

し

て

い

な

い
。

同

じ

よ

う

に
、

現
.在

は

現
在

の
相

(
v
a
r
t
a
m
a
n
a
-la
k
s
a
m
a
)
と
結

合

せ

る
も

の

で
、

過

去

と
未

来

よ

り

分

離

し

て

い
な

い
、
と

(
云

わ

れ

る
)
。
あ

た

か
も
、

或

る

男

が

一
人

の
女

に
愛

情

を
抱

い

て

い

る
場

合
、

他

の

(
女

)

に

愛
情

を
抱

か

な

い

こ
と

は

な

い
が

ご

と

き

で
あ

る
。

こ

こ

で
、
「
相

の
転

変

に

関

し

て
、

一
切

が

一
切

の
相

と
結

合

す

る

こ
と

に
な

る

か

ら

し

て
、

時

が

雑

乱

せ

る

こ
と

(
a
q
h
v
a
-
s
a
m
k
a
ra
)

に

な

る

」

と
他

の
人

々
に

よ
り

(
こ

の
説

が
)

誤

り

で
あ

る

こ
と

が

提

起

さ

れ

る
。

こ

の

(
反

駁

)

に
対

し

て

(
我

々
は
、

次

の
ご

と

く
、

再

び
)

反

論

す

る
。
(
即

ち

)
、諸

々

の
法

(
d
h
a
r
m
a
)
に

と

つ
て
、
(
そ

の
)

法

性

(
d
h
a
r
m
a
t
v
a
性

質

性

)

は

(
随

意

に
)

あ

ら

わ

さ

れ

な

い
。

そ

し

て
、

法

性

が

(
独

立

に
)

存

在

す

る
か

ら
、

相

の
区

別

も

亦

(
存

在

す

る
)

と

云

わ

る

べ
き

で
あ

る
。
(
か

く

て
)
、そ

の
法

性

は

た
だ

現

在

ヨ

ー
ガ

学

派

の
時

間

論
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密

教

文

化

時

(
v
a
r
ta
m
a
n
a
-
s
a
m
a
y
a
現

在

の
瞬

時

)

に

の
み

存

在

す

る

と

云

わ

る

べ
き

で

は

な

い
。

何

故

な

ら
、

も

し

も
、

そ

う

で
あ

れ
ば
、

心

(
c
i
tt
a
)
が
貧

の
性

質

と

な

る

こ
と

は

な

い

で
あ

ろ

う
。

何
故

か

と

い
う

に
、
(
心

が
)

葱

で
あ

る
時

に

は
、

貧

が

あ

ら

わ

れ

る

こ
と

は

な

い

こ
と

に

な

る

か
ら

で
あ

る
。

更

に
ま

た
、

三

つ
の
相

が
、

同

時

に

一
つ
の
顕

現

に
お

い

て
存

在

す

る

こ
と

は

あ
り

え
な

い
か

ら

で
あ

る
。

し

か

し
、

次

第

(
k
r
a
m
a
)

に
、

自

身

を

顕

現

せ

し

め

る
条

件

の
働

き

に
よ

り

現

出

せ

る
も

の

の

情

態

(
b
h
a
v
a
)
と

な

る

で
あ

ろ
う
。

か

く

て
、

次

の
ご

と

く

云

わ

れ

る
。
「
形
相

の
車

越

と
変

動

の
卓

越

と

は
相

剋

す

る
。

し
か

し
、

一
般

(
2
0
)

的
な
も
の
は
卓
越
せ
る
も
の
と
と
も
に
働
く
」
と
。
だ
か
ら
、
(時
が
)

雑
乱
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
貧
が
或
る
事
柄
に
対
し
て
あ

ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
と
き
、
そ
の
時
に
は
他
の
事
柄
に
対
し
て
は

(
そ
の
貧
は
)
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
単
に

一
般

的
な
も
の
(
sa
m
a
n
y
a
)
に
随
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、

そ
の
場
合
に
は
、
そ
の

(貧
)
は
そ
こ

(
即
ち
他
の
事
柄
)
に
も
存

在
す
る
の
で
あ
る
。
相

(
lak
sa
n
a
)
の
場
合
も
同
様

(
の
こ
と
が
云

え

る
か
ら
、
何
ら
過
失
は
な
い
)
。

三
時

(
ad
h
v
a
n)
は
有
法
に
属
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
法
に

属

し

て
い

る
。

こ
れ
ら

(
の
法

)

は
有

相

(
la
k
s
ita
)
と

無
相

(
a
la
k

si
ta
)
と

で
あ

る
。

こ

の
中
、

有

相

は

種

々
の
位

(
a
v
a
s
th
a
)
を

得

て
、

別

の
も

の

(
名

称

)

で
示

さ

れ

る

(
け
れ

ど
も

)
、
(
そ

れ

は
)

位

(
a
v
a
s
t
h
a
)
の
相

違

に
よ

る
も

の
で
、

実

体

(
d
r
a
v
y
a
)
の
相

異

に

よ

る

も

の

で
は

な

い
。

恰

も
、
同

じ

簿

(
r
e
k
h
a
)
が

百

の
位

置

(
s
th
a
-

n
a
)
で

は
百

と

(
呼

ば

れ

)
、十

の
位

置

で

は
十

と
、

ま

た

一
の
位

置

で

は

一
と

(
呼

ば

れ

る

が

)

ご

と

く

で
あ

る
。

同

じ
く

ま

た
、

一
人

の
女

で
も
、

母

と

呼

ば

れ
、

娘

と

呼
ば

れ
、

ま

た
姉

と

呼

ば

れ

る
が

ご

と

く

で
あ

る
。

位

の
転

変

に
関

し

て
、

「
(
そ

の
場

合
、

有

法
、

相

・位

」
)
は
変

化

し

な

い
も

の

(
k
a
u
t
a
s
t
h
-

y
a
)
と

な

る
、

と

い
う

過

失

が

あ

る
。

何

故

か

と

い
う

に
、

時

(
a
d
h
-

v
a
n
)
は
機

能

の
働

き

(
v
y
a
p
a
r
a
功

能
、

用
)

に

よ
り

区

別

せ

ら

れ

る

か
ら

で
あ

る
。

法

が

自

身

の
機

能

の
働

き

を

な

さ

な

い
と

き

が
未

来

で
あ

り
、

な

す

と

き

が

現

在

で
あ

り
、

な

し

已

つ
て
滅

し

た

る

と

き

が
過

去

で
あ

る
。

だ

か

ら
、

こ

の
よ

う

に
、

法
、

有

法
、

相
、

位

は

(
す

べ
て
)

変

化

し

な

い

も

の

と
な

る
」

と
他

の

人

々
に

よ
り
、

(
そ

の
)

誤

り

が
指

摘

さ

れ

る
。

し

か

し
、

こ

の

(
位

の
転

変

)

は
誤

り

で

は
な

い
。

何

故

か

と

い

-78-



う

に
、

グ

ナ

の
主

体

(
g
u
n
in
)
が
永

遠

性

の
も

の

で
も
、

諸

々

の
グ

ナ

に

は
、

い

ろ

い

ろ
な

相

剋

(
v
im
a
r
d
a
対

立

)

が
あ

る
か

ら

で
あ

る
。

恰

も
、
(
麓

大
元

素

の
)

配

列

(
s
a
m
s
th
a
n
a
)
が

声

(
sa
b
d
a
)
等

の

(
微

細

元

素

の
)

単

な

る

グ

ナ

で

あ

る

に
す

ぎ
ず
、

始

め
を

有

し
、

滅

を
有

し
、

滅

せ
ら

る

べ
き

も

の

で
あ

る

よ

う

に
、

丁
度

そ

の

よ

う

に
、

没

(
li
n
g
a
)
は

サ

ッ
ト
ヴ

ァ

(
s
a
tt
v
a
純

質

)

等

の
単

な

る

グ

ナ

に
す

ぎ

ず
、

始

め

を

有

し
、

滅

を

有

し
、

滅

せ

ら

る

べ
き
も

の

で
あ

る
。
(
そ

し

て
)

そ
れ

に
は

変

異

(
v
ik
a
r
a
)
な

る

(
語

)

が
適

用

さ

れ

る
。

そ

の

こ
と

に

つ
い

て
、

次

の

ご

と
く

(
例

証

が
)

述

べ

ら

れ

る
。
(
1
)粘

土

と

い
う

有
法

は
土

魂

の
形

相

(
a
k
a
r
a
)
た

る
法

よ

り
、

他

の
法

に
近

づ

く
。
(
つ
ま

り
)

法

と

し

て
転

変

し

て
、

瓶

の
行

相

と

な

る
。
(
2
)瓶

の
形
相

は
未

来

の
相

を
捨

て

て
、

現
在

の
相

に
近

づ

く
。

す

な

わ

ち
、

相

と

し

て
転
変

す

る

の

で
あ

る
。

(3)

瓶

は
各

々

の
刹

那

に
お

い

て
、

新

(
n
a
v
a
)
と
古

(
p
u
r
a
n
a
)
を
経

験

し

つ

つ
、

位

の
転

変

を

生

ず

る
。

か

く

て
、

有

法

に

は
亦
、

他

の
法
、

す

な

わ

ち

位

(
a
v
a
s
t
h
a
)
が

あ

り
、

法

に
も

亦
、

他

の
相
、

即

ち

位

(
a
v
a
s
t
-

h
a
)
が

あ

る
。

し

た

が

つ
て
、

実

体

の
転

変

は
唯

一
で
あ

る
が
、
(
単

に
)

区

別
あ

る
も

の
と

し

て
示

さ

れ

る

に

(
す

ぎ

な

い

の

で
あ

る
)
。

他

の
句

義

(
p
a
d
a
r
t
h
a
事

物

)

に

つ
い
て
も

同

じ

こ
と

が
云

え

る
。

こ
の
ま
さ
に
法
と
相
と
位
の
転
変
は
有
法

の
自
性
を
決
し
て
変
え
な

い
。
だ
か
ら
、
転
変
は
唯
だ

一
つ
の
み
で
あ
り
、

こ
れ
ら

一
切
の
区

別
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
ら
ば
、

こ
の
転
変
と
は

一
体
い
か
な
る
も

の
か
。
存
続
せ
る
実
体
に
と

つ
て
、
前
の
法
が
滅
し
た
る
と
き
に
他

の
法
が
発
生
す
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
、
転
変
な
の
で
あ
る
。
」

こ
の
註
釈
に
よ
れ
ば
、
疏
の
作
者
は
経
三

・
九
を
心
の
法
の
転
変
、

第

一
一
偶
を
相

の
転
変
、
第

一
二
偶
を
位
の
転
変
に
充
当
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
三
種

の
転
変
を
説
く
に
際
し
て
、
有
部
の
所
謂
四
論
師

の
見
解
を
そ
の
ま
ま
援
引
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

ま
つ
、
か
れ
は
法
の
転
変
を
述
べ
て
、
三
時
に
法
の
異
な
り
は
あ

つ

て
も
、

実
体

(
d
ra
v
y
a)
の
異
な
り
は
な
い
と
述

べ
、
黄
金
の
器
を
壊

し
て
他
の
物
を
作
る
場
合
、

情
態

(b
h
a
v
a
類
)
の
相
違
性
が
認
め
ら
れ

る
の
み
で
、
黄
金
自
体
に
変
化
は
な
い
、
と
す
る
讐
喩
を
引
く
。
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
の
説
は
大
毘
婆
沙
論
、
倶
舎
論
な
ど
に
み

ら
れ
る
類
相
違
論
者
(
b
h
a
ra
n
y
a
th
a
v
a
d
in
)
尊
者
法
救

(
bh
a
d
an
ta

D
ha
rm
a
tra
ta)
の
主
張
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
も
、

そ
の
記
述

の
仕
方
に
お
い
て
も
、
疏
は
婆
沙
及
び
倶
舎
論
の
そ
れ
と
遂
語
的
に

一

致
す
る
。
す
な
わ
ち
、

尊
者
法
救
作
如
是
説
。

由
類
不
同

三
世
有
異
。

彼
謂
諸

法
行
於
世

ヨ
ー
ガ
学
派
の
時
間
論
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密

教

文

化

時
、
由
類
有
殊
非
体
有
異
。
如
破
金
器
作
余
物
時
、
形
錐
有
殊
而
顕

(
2
1
)

無
異
。

又
如
乳
変

成
於
酪
時
、

捨
味
勢
等
至
現
在
。

従
現
在
入
過

去
、

唯
捨
得
類
非
捨
得
体

(倶
舎
論
、
巻
二
〇
、
大
正
、
二
九
巻

一
〇
四

頁
上
)

さ
て
、
疏
の
作
者
は
こ
の
法
の
転
変
説
に
対
し
て
、<
法
の
外
に
有
法

な
し
云

々
>
と
す
る
反
論
を
掲
げ
て
い
た
。

こ
れ

を

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ス

パ
テ
ィ
は
法
と
有
法
の
絶
対
的
唯

一
性
を
主
張
す
る

(e
k
an
ta
v
a
d
in
)

(2
2
)

仏
教
徒
と
し
、
ヴ
ィ
ジ

ニ
ャ
ー
ナ
ビ
ク
シ

ュ
(
v
ijn
a
na
h
h
ik
su
)
は
自

性
相
異
論
者
た
る
仏
教
徒

(
sv
ar
u
p
a
n
y
a
th
atv
av
a
d
i-b
au
d
d
h
a
)
と

(2
3
)

す
る
も
、
婆
沙
論
及
び
倶
舎
論
に
は
、

こ
の
反
論
と
直
接
符
合
す
る
批

評
は
見
当
ら
な
い
。

婆
沙
論
で
は

「説
類
異
者
、

離
法
自
性

説
何
為

(2
4
)

類
」
の
故
に
理
に
合
わ
ず
と
し
、
倶
舎
論
は
こ
れ
を
数
論
外
道
の
転
変

(25
)

説
に
類
す
る
も
の
と
難
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ガ
疏
が
こ
の
反
論

に
対
し
て
、
数
論
派
の
ヴ

ァ
ー

ル
シ
ャ
ガ

ニ
ヤ
の
徒
の
主
張
、
<
三
界
は

顕
現
よ
り
去
る
、
云
々
>
を
権
証
と
し
て
、
再
反
駁
を
加
え
て
い
る
こ

と
は
興
味
深
い
。

<
相

の
転
変
>
の
説
朋
に
際
し
て
、
過
去
は
過
去
相
と
結
合
せ
る
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
未
来
と
現
在
の
相
と
分
離
せ
る
も
の
で
は
な
い
等

と
す
る
点
、
及
び
男
子
が
抱
く
女

へ
の
愛
情
の
讐
喩
は
、
婆
沙
論
、
倶

舎
論
に
お
け
る
妙
音
(b
h
ad
a
n
ta
 G
h
o
sak
a
)
の
相
相
異
説
(
ha
k
san
a
n
-

y
ath
a
v
a
d
a)
と

一
致
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
倶
舎
論
の
文
、

由
相
不
同
三
世
有
異
。
彼
謂
諸
法
行
於
世
時
、
過
去
正
与
過
去
相

合
、
而
不
名
為
離
現
未
相
。
未
来
正
与
未
来
相
合
、
而
不
名
為
離
過

現
相
。
現
在
正
与
現
在
相
合
、
而
不
名
為
離
過
未
相
。
如
人
正
染

一

妻
室
時
、
於
余
姫
勝
不
名
離
染
。

と
、
さ
き
に
訳
出
せ
る
疏

の
記
述
と
を
比
較
す
る
と
き
、
そ
の
遂
語
的

な

一
致
に
驚
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
疏

の
作
者
は
こ
こ
で
も
、
「相
の

転
変
に
関
し
て
、

一
切
が

一
切
の
相
と
結

合
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

時
が
雑
乱
す
る
こ
と

(
ad
h
v
a-sam
k
a
ra
世
相
雑
乱
)
に
な
る
」
と
い

う
敵
者
の
反
論
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
ま
さ
し
く
、
倶
舎
論

の
編
者

(26
)

が
妙
音
の
説
に
対
し
て
行

つ
た
批
評
の
文

に
外
な
ら
な
い
。

第
三
の

<
位
の
転
変
>
に

つ
い
て
は
、

三
時
を
有
法
に
で
は
な
く
、

法
に
属
せ
る
も
の
と
な
し
、

こ
れ
ら
の
法

に
有
相

(la
k
sita)
と
無
相

(a
lak
sita
)
と
の
別
あ
る
を
説
い
て
い
る
。

こ
の
法
に
有
相
と
無
相
と

が
あ
る
と
す
る

主
張
は
婆
沙
に
も

倶
舎
論

に
も

見
当
ら
な
い
。

し
か

し
、
こ
の
中
、
有
相
の
法
が
種
々
の
位

(a
v
a
sth
a
)
を
え
て
別
の
も
の

に
な
る
の
は
、
実
体
に
相
違
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
位
の
相
違
に
よ
る

と
な
す
点
、
及
び
そ
こ
に
出
す
簿
の
讐
喩

は
世
友

(b
h
a
da
n
ta
 V
asu
-
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m
i
tr
a
)
の
位

相

異

説

(
a
v
a
s
t
hha
n
y
a
t
h
a
-v
a
d
a
)
を

そ

の
ま

ま

引

い
た

(27
)

も

の

で
あ

る
。

婆

沙
、

倶

舎

論

な

ど

で
は
、

こ

の
外

に
な

お
、

覚

天

(2
8
)

(
B
u
d
d
h
ad
e
v
a)
の
待
相
異
説
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
疏

で
は
こ
れ
も
亦
、
位
の
転
変
に
含
ま
し
め
て
、
両
者
を
同

一
見
解
と
見

倣
し
、
第

二
の
例
と
し
て
、
「
一
人
の
女
で
も
、
母
、
娘
、
姉
妹
と
呼
ば

れ
る
」
と
い
う
覚
天
の
讐
喩
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
、
疏
は
こ
の
位
の

転
変
説

に
対
す
る
敵
者

の
反
論
を
あ
げ
る
中
、
「
…
…
時

(
ad
h
v
an
)
は

機
能
の
働
き

(
v
y
a
p
a
ra
用
、
功
能
)
に
よ

つ
て
、
区
分
せ
ら
れ
る
。

法
が
自
身
の
機
能
の
働
き
を
な
さ
な
い
と
き
が
未
来
で
あ
り
、

な
す
と

き
が
現
在
で
あ
り
、
な
し
已
つ
て
滅
し
た
る
と
き
が
過
去
で
あ
る
。
…

…
」
と
い
う
定
義
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
は
世
友
の
主
張
で
あ

つ
て
、

そ
の
ま
ま
、
婆
沙
、
倶
舎
論
に
あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

以
依
作
用
立
三
世
別
。
謂
有
為
法
未
有
作
用
、
名
未
来
世
。
正
有

作
用
、
名
現
在
世
。

作
用
已
滅
名
過
去
世
。
(婆
沙
論
)

以
約
作
用
位
有
差
別
。
由
位
不
同
立
世
有
異
。
彼
謂
諸
法
作
用
未

有
名
未
来
。

有
作
用
時
名
為
現
在
。

作
用
已
滅
名
為
過
去
。
(
倶
舎

(29
)

論
)上

来
、

見
て
き
た
ご
と
く
、

ヨ
ー
ガ
派
、
就
中

ヨ
ー
ガ
疏
と
ア
ビ
ダ

ル
マ
仏
教
と
の
関
係
は
極
め
て
深
い
も
の
が
あ
る
。

ヨ
ー
ガ
経
が
数
論

的
な
二
十
五
諦
の
転
変
説
を
述

べ
ず
、
む
し
ろ
、
毘
婆
沙
師
の
主
張
た

る
三
種

の
転
変
説
を

掲
げ
て
い
る
こ
と
も
、

こ
の
感
を

一
層
強
く
す

る
。
そ
し
て
、
疏
で
は
、
数
論
的
な
因
中
有
果
論
と
有
部
の
三
世
実
有

論
と
が
巧
み
に
合
繰
せ
ら
れ
て
い
る
の
を
み
た
。
す
で
に
指
摘
せ
ら
れ

(
3
1
)

た
ご
と
く
、
数
論
で
は
、,
転
変
の
範
囲
を
勝
因
乃
至
五
唯
の
八
種
に
限

り
、

五
元
素
、
十

一
根
を
転
変
の
主
体
と
し
な
か

つ
た
の
に
対
し
、

ヨ

ー
ガ
学
派
に
お
い
て
は
、

こ
れ
を
も
実
体
た
る
限
り
、

そ
こ
に
種

々
の

転
変
あ
り
と
し
た
こ
と
に
も
よ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
の
理
由
の
外
に
、

ヨ
ー
ガ
学
派
に
お
け
る
最
も
重
大
な
関
心
事
た
る
心
作
用
の
滅
の
過
程

を
説
く
に
際
し
て
、
心
の
三
種
の
転
変
が
、

仏
教
、
特
に
有
部
の
主
張

せ
る
法
、
相
、
位
の
転
変
に
闘
係
づ
け
ら
れ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
ら
ば
、
何
故
に
有
部
の
所
説
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

つ
た
か
は
、
倶
舎
論
自
身
が
解
答
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
え
る
。

倶
舎
論
で
は
、
法
救

の
見
解
を
数
論
外
道
の
転
変
説
に
外
な
ら
ぬ
と
云

い
、
ま
た
、
経
量
部
の
立
場
よ
り
す
れ
ば
、

有
部
の
三
世
実
有
説
も
、

(
3
2
)

結
局
、

雨
衆
外
道
に
堕
す
る
も
の
と

斥
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
事
実

は
、
か
れ
ら
が
同
じ
仏
教
徒
か
ら
も
、
数
論

に
近
い
も
の
と
目
さ
れ
て

(
3
3
)

い
た
こ
と
を
物
語
る
。
倶
舎
論
に
お
い
て
論
破
せ
ら
れ
る
雨
衆
外
道
は

ヨ
ー
ガ

学

派

の
時

間
論
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密

教

文

化

(
3
4
)

数
論
師
ヴ

ァ
ー
ル
シ
ャ
ガ

ニ
ヤ

及
び
そ
の

一
派
を
指
し
て
い
る
こ
と

は
、
別

の
機
会
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
も
、

ヨ
ー
ガ
疏
は
そ

の
数
論
説
を
多
く
こ
の
ヴ

ァ
ー
ル
シ
ャ
ガ

ニ
ャ
派
に
負

っ
て
い
る
。

つ

ま
り
、

ヴ
ァ
ー
ル
シ
ャ
ガ

ニ
ヤ
を
媒
介
と
し
て
、

ヨ
ー
ガ
疏
が
有
部
の

主
張
を
援
引
し
た
と
解
釈
し
う
る
な
ら
ば
、

ヨ
ー
ガ
疏
と
有
部
と
の
関

係
も
充
分
納
得
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
時
間
論
を
中
心
と
し
て
、
両
者
の
関
係
を
解
明
せ
ん
と
し
た

の
で
あ
る
が
、

こ
の
外
に
も
、
な
お
無
明
、
業
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

も
、
多
く
の
驚
く
べ
き

一
致
点
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
註

〕

(1)
 

A
t
h
a
r
v
a
-v
e
d
a
,
 X

I
X
,
 5
0
,
 
1
-
1
0
;
 
X

I
X
,
 5
4
,1
-
6
;
 X

I
I
I
,
 
2
,
 
3
9

(2)
 

ヨ

ー

ガ

経

で

は
、

八

支

ヨ

ー

ガ

と

し

て
、

禁

制

・
勧

制

・
坐

法

・
調

息

・
制

感

・
執

持

・
静

慮

・
三

昧

を

挙

げ

る

(
Y
S
.
 
2
,2
9
)
。

(3)
 

Y

S
.
 
2
,
3
0
:
 t
a
t
r
a
h
i
m
s
a
s
t
e
y
a
-b
r
a
h
m

a
c
a
r
y
a
p
a
r
ig
r
a
h
a
 
y
a
m
a
h

/
/

(4)
 

Y
B
h
.
 ad
.
 
Y
S
.
 
2
,3
1
こ
の

経

に

お

い

て
、
「
存

在

様

式

に
制

約

さ

れ

な

い
」

と

は
、

い
か

な

る

生
類

を
も

殺

生

し

な

い

こ

と

で
あ

る
。

た

と

え

ば
、

漁

夫

は

魚
と

い
う

存

在

様

式

の
殺

生

は

す

る

け

れ

ど
も
、

他

の
生

類

に
対

し

て

は

殺

生

し
な

い
、

と

い

う

の

は
、

存

在

様

式

に
制

約

さ

れ

て

い
る

こ
と

で

あ

つ

て
、

こ

の
際

に

は
、

許
さ

れ

な

い
。

ま

た
、
「
場

所

に

制

約

さ
れ

な

い
」

と

は
、

聖

域

で
は

殺

生

し

な

い
が
、

他

の
場

所

で

は
殺

生

す

る

と

い

う

の

で

は

な

く

て
、

何

処

に

て
も
、

決

し

て
殺

生

し

な

い

こ
と

を

い
う
。
「
機

会

に
制

約

さ

れ

な

い
」

こ
と

に

つ
い

て

は
後

述

す

る
。

こ

の
よ

う

な
、

大

禁

誓

の
規

定

は

明

ら

か

に
ジ

ャ
イ

ナ

教

の

影
響

で
あ

る
。

ウ

マ
ー

ス
ヴ

ァ

ー

テ

ィ
の
諦

義

証

得

経

(T
at
tv
a
r
th
ad
h
ig
a
m
a
-s
ut
ra
)

七

・

一

で
は
、
「
禁

誓

と

は

殺
生

と

虚

偽

と
愉

盗
と

不

梵

(
行
)

と

所

得

と

よ

り

離

れ

る

こ
と

で
あ

る
」

(
h
im
sa
n
rta
-st
ey
a
b
r
a
h
m
a
-p
ar
ig
ra
h
eb
h
y
o
 v
ira
t
ir

v
r
a
ta
m
/
/)

と

規

定

せ

ら

れ
、

こ

の
五

項

目

は

五
大

誓

と

も

呼

ば

れ

て
、

ジ

ャ
イ

ナ
教

の
基

本

的

な
教

義

で
あ

る
。

ま

た
、

同

じ

く
、

七

・
二

で

は
、
「
(
こ

の
禁

制

を
)

部

分

的

に
(
励

行

す

る

か
)
、完

全

に
(
励

行

す

る

か

に
)
よ
り

て
、

小

と

大
(
禁

誓

の

別
)
が
あ

る
」
(d
esa
-sa
r
v
a
to
 
n
u
-m
ah
a
ti
/
/)

と
さ

れ

て
い

る

の
を

参

照

せ

よ
。

(
5
)
 
V
B
h
 a
d
.Y
S
.4
,9

(6)

拙

稿
、
「
ヨ

ー
ガ

・
バ
ー

シ

ュ
ヤ
と

デ

ィ
グ

ナ

ー

ガ
と

の
関

係
」
(
印

仏
研

9
・

1
)

及
び

「
ヨ
ー

ガ

学

派

と
仏

教

交

渉

の

一
断

面

」
(
申

野

教

授

古

稀

記

念

論

文
集

)
。

(7)

ジ

ャ

イ

ナ
教

の

用

例

に

つ

い

て

は

金

倉

圓

照
教

授

「
時

間

論

覚

え

書

」
(
大

崎

学
報

)

参

照
。

(8)
 

F
.
 
E
d
g
e
rt
on
:
 B
u
d
d
h
ist
 H
y
b
rid
 S
a
n
sk
r
it
 D
icti
o
n
a
r
y
,
 p
.
 
1
8

-
9

(9)
 

現

在

は

機

能

の

働
き

(v
y
ap
a
ra
)

が

優

勢

(
u
p
ar
u
d
h
a
)

と

な

る

こ

と

と

さ

れ

る
。

ヴ

ァ
ー

チ

ャ

ス

パ

テ

ィ

・
ミ

シ
ラ

は

疏

三

・
五

二
に
対

す

る

副

註

の
中

で
、

<

法

が

刹

那

に
優

勢

と

な

る
>

に
註

し

て
、
「
現

在

に
と

つ

て

の
み
、

自

己

に
適

当

な

有

目

的

行
為

(
a
r
th
a
k
riy
a)

が

可

能

と

な

る
」
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と

な
す

(
B
om
b
a
y
 ed
.
,
 
p
.1
7
7
)
。ま

た
、
「
真

理

綱
要

」
(
T
a
ttv
a
sa
m
g
ra
h
a
)

一
七

九

二

掲

で
<

作

用

が

活
動

し

て

い
る

と

き
、

そ
れ

は

現

在

と

云

わ
れ
、

作

用

よ

り

離

れ

た
も

の
は

過

去
、

そ
れ

を

未

だ

得

ざ

る

は
未

来

>

と

さ

れ
、

こ

の
作

用

を
蓮

華

戒

は
見

等

を

相

と
す

る
機

能

の
働

き

と
す

る

こ
と

を

も
参

照

せ

よ
。

(1
0
)
 K
B
h
.
 
a
d
.
 
Y
S
.
 
4
,
 
1
2
 (B
o
m
b
a
y
 ed
.
,
 

p
.
 
1
9
3
)

(11)
 

大

正
、

二

七

巻
、

三
九

三
頁

上
-

中

働

同
、

二
九

巻
、

一
〇

四
頁

中
 

(13)
 K
B
h
.
 
a
d
.
 
Y
S
.
 
4
,
 
1
2
 (
p
.
 
1
94
)

(14)
 

K
S
.
 
I
,
 
5
;
 
6
.

(15)
 

T
h
.
 S
toh
er
ba
tsk
y
:
 
T
h
e
 cen
tr
a
l
 c
on
oep
t
io
n
 o
f
 B
u
d
d
h
ism
,

1
9
2
3

個

木

村

泰

賢

「
印

度

仏
教

と

喩

伽

哲

学

と

の
交

渉

」
(
大

正

一
五
年

)
、
後

に
、
「
阿

昆

達

磨

論

の

研
究

」

に
所

収

(
p
.
 
4
50
-
4
5
8
)

(17)
 

H
.
 Ja
co
b
i
:
 U
b
er
 d
a
s
u
rsp
ru
n
g
li
h
e
 Y
o
g
a
 sy
s
tcm
 
(
S
itzu
n
g
s

be
r
i
h
te
 P
re
u
s
is
ch
e
n
 A
k
a
d
em
i
 d
er
 W

isen
s
h
a
bte
n
,
 19
2
9
)

(18)
 

ヴ

ァ
ー

ル
シ

ャ
ガ

ニ
ヤ

の
徒

の
断

片

(19)
 

数

論

偶
、

第

八
参

照

(20
)
 
ヴ

ァ
ー

チ

ャ

ス

パ

テ

ィ

・
ミ

シ

ラ

は
、

こ
れ

を

パ

ン
チ

寿
、シ
カ

に

帰

す

る
が
、

別

の

資
料

に

よ
れ

ば
、

ヴ

ァ
ー

ル
シ

ャ
ガ

ニ
ヤ

の
断

片

で
あ

る

(拙

稿
、

雨

衆
外

道

に

つ

い

て

〔
密
教

文
化

六

二
号
〕
)
。

(21)
 

婆

沙

論

も
倶

舎

論

と

同

様
、

乳

と

酪

の
讐
喩

を

出
す

が

(
大

正
、

二
七

巻

三
九

六

頁

上
)
、
ヨ
ー
ガ

疏

で
は

み

ら
れ

な

い
。

(22)
 

T
a
t
v
a
v
a
is
ar
a
d
i
 (B
o
m
b
a
y
 ed
;
 p
.
 
1
2
8
)

(23)
 

Y
og
a
v
a
rttik
a
 a
d
.
 Y
S
.
 
3
,
 

1
2
 (
K
a
sh
i
 S
.S
.
,
 

p
.
 
3
0
3)

(24)
 

大

正
、

二

七
巻
、

三
九

六

頁

中

(25)
 
大
正
、

二
九
巻
、

一
〇
四
頁
下
、
蓮
華
戒
も
亦
、

倶
舎
論
と
同
様
、

こ

の
説
を
数
論

の
転
変
説
と
何
ら
区
別
せ
ら
れ
な
い
も

の
と
し
て
い
る

(
T
a
tt

v
a
sa
m
g
ra
k
a
,
 GO
S
.
 Vo
l
.
 

3
0
,
 
p
.
 
5
04
)
。

(26)
 
第
二
所
立
世
相
雑
乱
。

三
世
皆
有
三
世
相
故

(
大
正
、

一
〇
四
頁
下
)

伽

由
位
有
異
非
体
有
異
。
如
運

一
篶
。

置

一
位
名

一
、
置
十
位
名
十
。

置

百
位
名
百

(
婆
沙
、

大
正
、

三
九
六
頁
中
)
、由
位
不
同
三
世
有
異
。

彼
謂
諸

法
行
於
世
時
、

至
位
位
中
作
異
異
説
。
由
位
有
別
非
体

有
異
。
如
運

一
簿
。

置

一
名

一
、
置
百
名
百
、

置
千
名
千
。
(
倶
舎
、

大
正
、

一
〇
四
頁
下
)

圏

た
と
え
ば
、
倶
舎
論

で
は
、
「
由
待
有
別

三
世
有
異
。

彼
謂
諸
法
行
於
世

時
、

前
後
相
待
立
名
有
異
。
如

一
女
人
名
母
名
女
」
と
す
る
。

(29)

「
真
理
綱
要
」

一
七
九

一
、

一
七
九
二
頒
に
も
亦
、

こ
の
世
友

の
説
が

引
か
れ
て
い
る
。

(30)
 

木
村
泰
賢
博
士
、

前
掲
論
文

(31)
 
転
変

の
主
体
を
八
種
と
す

る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
註
釈
書
に
よ
り

異
同

が
あ
る
。

舩

大
正
、

一
〇
六
頁
上
。

(3
3
)
 
ハ
リ
ヴ

ァ
ル

マ
ン

(H
a
r
iv
a
rm
a
n
)

の
ご
と
く
、

最
初
、

数
論

の
学

徒

で
あ

つ
て
、
後

に
仏
教
に
転
向
し
た
も

の
は
、
他
に
も
多
く
い
た
と
愚
わ

れ

る
。

岡

拙
稿
、
雨
衆
外
道

に
つ
い
て

(
密
文
六

二
号
)
参
照
。

(35
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F
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u
w
a
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e
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G
e
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i
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e
r
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h
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P
h
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h
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B
d
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I
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.
 
C
h
a
k
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v
a
r
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O
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 a
n
d
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e
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p
m
e
n
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e
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k
h
y
a
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y
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m
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f
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h
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g
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ヨ
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